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○自然観察ゲームのコース図に従い，コース課題や全体課題を解きながら歩く。

ねらい
・さまざまな感覚を使って，自然を観察する力を高める。

活動の内容
（1）ねらいと方法を確認する。

・	グループの目安人数４～８人（６人以下が活動しやすい。）
・単にコース課題を解くだけでなく，自然の中から新しい

発見ができるように促す。
（2）ゲームをする。
　スタート　→　活動　→　ゴール

・交通整理のため１～３分間隔で１グループずつスタート
させる。

・活動時間は目安なので，時間オーバーを厳密にチェックする必要はない。
・動植物の採取は，最小限にとどめる。
・指導者はコース課題を設置・回収する。また，要所で安全指導する。（六角堂・随神門など）

（3）活動を振り返る。
　・注意を払わなければ見逃してしまう自然に目をとめて，新しい気付きを共有させる。

活用ガイド
○活動の様子

○注意点
　・五感をフルに生かすようにする。
　・持ち帰りは，最小限度とし大切に扱うようにする。

準備するもの
・自然観察ゲームのコース図
・表示用課題カード
・記録用紙　・鉛筆　・ゼッケン
・説明用ＴＰシート　・板ばさみ
・植物図鑑　・昆虫図鑑
・虫眼鏡　・双眼鏡

自然観察ゲーム
時　期
時　間
場　所

春～秋
２～３時間
太平山

《太平少年自然の家のプログラム》

この植物は，
何の仲間かな？

花をよく見ると変
わった形をしてい
るね。
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ワークシート
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